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研究成果の概要（和文）： 

食卓周辺を対象とした ICT 活用を提案し、その具体例として会食支援システムの開発を
進めた。ICT 技術の活用により提供できるより豊かな食生活を、プロトタイプの開発を含
めて示すことに成功した。(1) 対面会食の分析、(2) 対面会食支援システム、(3) 分散
会食に用いる映像の分析、(4) 分散会食支援システム、(5) 時差会食支援システム、の各
項目において大きな成果をあげた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This research aimed to propose extensive use of information and communication 
technologies around a dining table, and demonstrate how it improves our dietary live. 
We succeeded to achieve this goal including developing prototype systems. The main 
contributions are in (1) Face-to-face co-dining analysis, (2) Face-to-face co-dining 
support system, (3) Analysis on the image for remote co-dining, (4) Remote co-dining 
system, and (5) Time-shifted co-dining system. 
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１．研究開始当初の背景 

 

(1) 社会における情報技術の動向 

情報技術が社会の各分野で実用されてき
ている。情報技術導入・活用の恩恵はあらゆ
る領域に及び、e-Japan、u-Japan を踏まえ
て、総務省の ICT 成長力懇談会がまとめた
「xICT ビジョン」でも言及されているよう
に、ICT の競争力が国の競争力と直結してい

る。また、情報基盤は世界最高水準であるが、
ICTの利活用は十分ではない。この認識から、
今後はさらに社会のあらゆる領域における
ICT の利活用が望まれている。 

近年は、情報コミュニケーション技術は、
ビジネスだけでなく、我々の日常生活にも入
り込み、「情報化」以前の環境を変えつつあ
る。従来の ICT の活用は、第一に競争力の強
化を目的としており、その普及に伴う負の側
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面の認識から「安全・安心」の提供が次の目
的となってきた。これらのさらに次の ICT の
役割として、現代の人々の健康や豊かさへの 
貢献が考えられる。 

関連する社会的動向としては、例えば、「経
済大国」であるだけでなく「知的存在感のあ
る国」たらんとする我が国の方向は、物質的
目的からより精神的目的にシフトしたもの
といえる。また、D.A. Norman は、2004 年
出版の著書”Emotional Design”において、
使いやすさや効率ではない、美しさや愛らし
さの重要性を説いている。このような動向に
関連する学術的な会議としては、2008 年に、
Workshop on Designing Cute Interactive 

Media が ACM の国際会議 DIS2008 の併設
ワークショップとして開催されている。 

特に本研究に関する社会動向としては、
2005 年に成立した食育基本法がある。これ
は現代社会において適切な食事が行われな
いことによる様々な問題が発生しているこ
とを背景に、食を通じて心身の健康を増進し、
健全で豊かな社会の実現を目的とするもの
である。 

本提案は、このような動向の中で、健康や
豊かさへの貢献を目的とする ICT 活用を提
案し、そのフィージビリティを示すシステム
開発を行うものである。 

 

(2) 関連研究 

ICTは日常生活にも入り込んできているが、
食事環境は他に比べて情報化が遅れている
環境の一つである。外食産業等では、カフェ
テリアで選んだ料理から摂取カロリーが表
示されるなどの簡単なサービスは存在する。
また、電子情報通信学会ヒューマンコミュニ
ケーショングループの料理メディア研究会
（現在は名称変更し、食メディア研究会）で
は、研究発表が 2007 年より行われている。
しかし、手順の比較的明確な作業ということ
から、台所での調理支援環境に関する検討が
多く、食事をする場である食卓についてはほ
とんど扱われてこなかった。 

食卓を対象とした研究は始まったばかり
といえるが、これまでに、たとえば皿に写真
を投影して食事中の話題提供とするシステ
ム、料理の色に合わせた色の縁取りを皿に投
影して食事の見栄えを良くするシステムが
ある。また、テーブルに投影されるメニュー
による注文システムを備えるレストランが
ロンドンにある。これらはその目的において
本研究と共通する点があるが、技術的にはい
ずれも簡易なオブジェクト認識である。我々
は、本研究提案までに食事者の行動を含めて
食事状況をリアルタイムに認識し、その状況
に応じてサービスを提供するシステムを発
表していた。本研究の対面会食支援システム
は、食事者の状況に合わせた支援を行うシス

テムを開発研究する点で先頭を走っており、
また複数人を対象とする点で類例がなかっ
た。また、本提案の分散会食支援システムも
類例がなかった。 

 

２．研究の目的 

 

あらゆる領域で情報コミュニケーション
技術（ICT）利活用が進められている中で、
今後重要性が増大する、人々の健康や精神的
豊かさへの貢献を目的として、食卓周辺を対
象とした ICT 活用を提案する。食卓周辺の
ICT 活用を整理分類し、これにもとづいて、
ICTが十分活用されていないと特に考えられ
る領域を主な対象とし、複数の要素からなる
会食支援システムを開発する。 

具体的には、複数人が集う会食において食
事や会話のきっかけを提供する対面会食支
援システム、および複合現実感技術とネット
ワークにより一人の食事「孤食」を防止する
分散会食支援システムを開発する。開発にあ
たって、特に人のコミュニケーション特性を
分析・考慮したデザインとする。このシステ
ムの開発研究により、会話あふれる豊かな食
卓の実現を目指し、新たな ICT 活用の価値を
示す。 

 

３．研究の方法 

 
3 年の研究期間の間に、次のように研究を

進めることを計画した。 
まず、複数人の対面状況の会食を対象とし

て、会食を食事とコミュニケーションの観点
から分析し、工学的応用を考慮した会食行動
モデルを構築する。この結果に基づいて、コ
ミュニケーション状況と食事状況を考慮し
て適当なタイミングでサービスを行う、対面
会食支援システムを開発する。これまでに開
発中の、食事状況を実時間認識する料理推薦
システムをベースに複数人化して対応する。 

さらに、地理的に分散した複数人、そして
食事時間の異なる複数人による分散会食支
援システムを開発する。 

以上により、会食という営みの理解と共に、
ICT 活用によって、豊かな食卓を実現できる
ことを示す。 
 
(1) 初年度 

会食支援を効果的に行うには、システムが
どのような介入を参加者に行うことができ
るかを調べるために、まず会食の行動を映像
音声で記録し、分析した。摂食行動は数種類
の典型的動作パターンとしてとらえて記録
した。また、コミュニケーションについては、
これまでの対面状況および分散状況でのバ
ーバル（発話）とノンバーバル（視線行動等）
両方の分析経験を活かし、ビデオカメラ等の



 

 

データ記録装置をより充実させ、3者の会食
行動も分析対象とした。 

食事を伴うコミュニケーションが、従来の
対象である食事を伴わないコミュニケーシ
ョンとどのように異なるかを検討すること
も重要な課題とした。従来のコミュニケーシ
ョン支援は食事を伴わない状況しか対象と
していないため、今後支援対象とする食事を
伴うコミュニケーションがそれと異なるよ
うであれば、そのことは支援に重要な影響を
与えるためである。 

また、システム設計に役立てるため、会食
行動の分析と並行して、外食サービスにおけ
るサービスノウハウも調査した。これらの結
果は、システムがサービスを提供するための
適切なタイミングを設計するために利用し
た。 

次に、食卓周辺の ICT 活用について整理分
類し、今後開発すべきシステムの対象領域を
明らかにした。 

その後に、対面会食支援システムの設計と
実装を行った。すでに開発を進めていた、個
人を対象とした料理推薦システムの技術も
応用して、対面の会食において適当なタイミ
ングで料理推薦と話題提供サービスを行う
システムを設計、実装した。 
 
(2) 次年度 

次年度には、地理的に 2地点間に分散した
複数人による分散会食支援システムに関わ
る研究を進めた。 

まず、対面状況と異なる点で従来検討され
ていないこととして、食事の映し方がある。
会話のみの場合は参加者を映してきた。会話
のみではない遠隔コミュニケーションは、従
来遠隔作業支援で検討されてきたが、これは
一方が他方に指示をする形であり、会食状況
とは根本的に異なる。会食においては、各参
加者は自分の食事があり、その食事という作
業も各自がするからである。そこで、互いの
食事の映し方が会食コミュニケーションに
何らかの影響を与えるのかを実験的に検討
した。 

システムについては、従来の分散会議シス
テムでは映像音声をただ伝送する形であり、
この形について改めて検討することを通じ
て、分散会食支援システムのあり方を検討し
た。その後、分散会食支援システムを新たに
設計・開発した。 
 
(3) 最終年度 

最終年度は、支援領域を地理的な分散だけ
でなく、さらに時間的な分散にも広げた。遠
隔のために時差があったり、生活リズムの違
いのために食事時間が異なったりして、同時
に食事をとることが簡単ではないような場
合でも、時間を隔てて疑似的に会食ができる

ようなビデオコミュニケーションシステム
の研究をおこなった。 

ビデオ録画を相手として会食をすること
を考えると、その場でのやり取りがその仕組
みからできないのはもちろんである。しかし、
それ以外にも一方だけが勝手に食事を進め
るということになり、食事のペースを合わせ
るということがない。この点について工夫を
し、食事状況を同調させることで会食をして
いる感覚に近づけることを考えた。このよう
な工夫が会食支援に有効かを検討した。 
 
４．研究成果 
 

健康や豊かさに重要な食事時を支援する
ICT 活用を実証的に示すことに成功した点で
大きな社会的意義があった。 

特に開発システムは、現代の食生活の問題
である「孤食」問題の軽減に貢献すると考え
られ、本研究によって示された知見と方向性
は、今後関連研究・産業に与える影響が大き
いと思われる。 

以下に本研究の主な成果について記述す
る。 
 
(1) 対面会食の分析 

本研究の対面会食支援を検討するにあた
り、対面会食コミュニケーションがどのよう
になされているのかを分析した。 

食事を伴う会話はそうでない会話と比べ
てよい印象があるがそれはなぜだろうかと
いう疑問に答えること、また、それがコミュ
ニケーション支援に与える示唆を得ること
を直接の目的として、食事を伴う状況での会
話はそうでない会話と異なるのか、異なると
すればどのように異なるのかについて、3 者
間会話を題材として、発話とジェスチャを計
量し分析した。 

その結果、食事時の会話における、発話や
ジェスチャの減少だけでなく、参加者間での
会話の偏りが減少すること（会話の平準化現
象）が確認された。この特徴は、共食時の会
話の肯定的印象と結びついていると考えら
れた。世界で初めて発見されたこの現象は、
コミュニケーションの制御方法を示すもの
でもあり、今後のコミュニケーション支援に
与える意義が非常に大きいと考えられる。 

この成果は、コミュニケーション研究、中
でも発話行動と食事行動の時系列的な関係
についての分析研究に大きな刺激を与えた
と考えている。 
 
(2) 対面会食支援システム 
多人数で対面会食をしている場面を支援す
るシステムを開発した。Group FDT (Future 
Dining Table)と呼ばれるこのシステムは、
ユーザの食事状況を常時チェックしていて、 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 対面会食支援システムの外観 
 
適切なタイミングで料理を推薦する。 

食事状況は食卓の上に設置したカメラに
よって、ユーザの食事行動を認識、記録した。
また、料理の残量を認識、記録した。料理の
種類は皿と紐づけておき、皿を認識すること
でどの料理を誰が食べたかを認識した。料理
推薦のタイミングや、推薦する料理の画像を
表示する食卓上の位置はそれぞれ実験結果
に基づいている。 

さらに、ユーザの会話状況も各ユーザの音
声の有無と頭部方向の認識から推定し、会話
への参加が見られないユーザに対して、会話
のきっかけとなるような情報を提供する。会
話状況の推定は実際の会食の分析結果に基 

づいている。 
現代の日本では、労働力の不足が問題にな

りつつあり、外食サービス産業でも人員が十
分とはいえない。その結果、追加注文の多い
居酒屋のような場所でも客の食事状況を考
えた行き届いたサービスは難しくなってお
り、このような支援システムの意義は今後増
大すると思われる。 
 
(3) 分散会食に用いる映像の分析 

分散会食コミュニケーション支援システ
ムの設計指針を得るために、2 者による対面
会食場面と分散会食場面のコミュニケーシ
ョン行動を比較し、さらに分散会食場面にお
いて互いの食事が見える場合と見えない場
合を比較した。 

その結果、食事が見えない場合には発話が
より短くなり，発話衝突がより多く発生し、
また、視線を相手に向ける頻度が高くなるこ
とがわかった。分散会食コミュニケーション
においては食事を見せることで、より対面状
況に近づくことが示唆された。 

従来の映像と音声による分散コミュニケ
ーション支援では、食事を含む状況は考えら
れてこなかったが、近年は日常生活において
ビデオチャットなどの遠隔コミュニケーシ
ョンシステムを利用する機会が増えている。
日常生活では食事をしながら会話をするこ

とはごく普通であるので、食事をしながらの
遠隔会話も増えてくると考えられる。 

本成果は、このような状況を踏まえて分散
会食コミュニケーションの効果的支援を目
的とした重要な基礎的成果である。 
 
(4) 分散会食支援システム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 分散会食支援システムの外観 
 

従来の映像音声を単に接続するだけのビ
デオ会議システムでは、遠隔ユーザとの会話
で相手が遠隔にいることを意識していた。 

本システムでは、遠隔ユーザの背景映像を、
その映像を見るもう一方のユーザのいる場
所の映像になるように工夫した。具体的には、
遠隔地点において取得した映像から人物像
だけをリアルタイムで抽出し、こちらのユー
ザ側ではディスプレイで隠れて見えない背
景部分をリアルタイムでその背景としてデ
ィスプレイ上で合わせて表示した。 

その結果、従来のビデオ会議システムと比
べて、より高い同室感が得られることが分か
った。 

このシステムは、当初新たな分散会食支援
システムを設計する目的で、従来の遠隔会議
システムの問題点を検討して生まれた。ここ
で提案した、画像処理によって分散地点のユ
ーザとの同室感を高める手法は会食に限定
されるものではないため、一般的に高臨場感
ビデオコミュニケーションシステムと呼ぶ
ことができる。 

BHS（Being Here System）と呼ぶ本システ
ムは、低コスト、簡単で頑健な仕組み、可動
性の高さなどの極めて高い実用性を備えて
いる。無料で普及している簡易なビデオ会議
アプリケーションや、ビジネス向けの高価な
ビデオ会議環境に対しても、独自の優位性を
持つため、関連産業へのインパクトも大きい
と思われる。 
 
(5) 時差会食支援システム 

地理的に離れていたり、生活リズムがずれ
ていたりするために食事を一緒にとること
が難しい人たちを対象として、食事をしなが
らコミュニケーションを楽しむ仕組みを提
供するための KIZUNA と呼ぶデザインを提案
した。 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3 時差会食支援システムの外観 
 

一緒に食事をしながら会話をする状況を
想定したビデオメッセージにおいて、その視
聴者の食事の進捗状況に合わせて、ビデオメ
ッセージ中の人物の食事の進捗状況を同調
させることによって、臨場感の向上などコミ
ュニケーションに有用な効果が得られ、コミ
ュニケーション行動にも変化が生じること
を確認した。 
このように時差ゆえに食事を共にできない
状況も近年増加しており、孤食の一要因にな
っている。本研究は、孤食問題の解消にも貢
献するもので、社会的にも意義の大きい成果
と思われる。 
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